岐阜県美濃加茂市古井地区における多文化共生の取り組み : 座談会の立ち上がりと１年目の歩み by 池上 重弘 & Shigehiro IKEGAMI











































































































































日本人 外国人 地区別人口 外国人割合
古　井 14,431	 2,748	 17,179	 16.0%
太　田 10,521	 1,621	 12,142	 13.4%
加茂野 8,227	 875	 9,102	 9.6%
下米田 5,290	 512	 5,802	 8.8%
蜂　屋 6,398	 158	 6,556	 2.4%
山之上 2,631	 38	 2,669	 1.4%
伊　深 1,273	 13	 1,286	 1.0%
三　和 651	 11	 662	 1.7%













































































































































































































































池上  重弘（いけがみ  しげひろ）
北海道大学大学院文学研究科修了。同大学院在籍中
に文部省アジア諸国等派遣留学生としてインドネシ
ア大学に留学（1990年〜 91年）。1991年北海道大
学助手、1996年静岡県立大短大部専任講師、2001
年静岡文化芸術大学助教授を経て、2008年より同
大教授。静岡県多文化共生審議会委員、磐田市多文
化共生社会推進協議会会長等。
インドネシアでの文化人類学的研究と並んで、日本
社会の多文化・多民族化に伴う地域の課題を実証的
に研究。近年では多文化社会への関心からオースト
ラリアのインドネシア人コミュニティにて現地調査
を展開。主な著作に、『ブラジル人と国際化する地
域社会−居住・教育・医療−』（編著、明石書店）、『国
際化する日本社会』（共著、東京大学出版会）。
（5） 活動報告会の記録としてDVDと報告書が作成されている。問い合わせは美濃加茂市多文化共生課まで。
第２回座談会でのグループ討論の様子
JIAM 誌上講義
